
 
 受付印 

  
 相 続 の 承 認 又 は 放 棄 の 期 間 の 伸 長 申 立 書  

 
 

 （この欄に収入印紙８００円分を貼ってください。） 
 
 
 
 
 
 
 

 （貼った印紙に押印しないでください。） 

 収 入 印 紙      円 
 

 予納郵便切手      円 
 

 

  準口頭 
 

  関連事件番号  令和    年（家   ）第                       号 

 

            家 庭 裁 判 所 
 
                 御 中 
 
  令和    年    月   日 

 
申 立 人 
（ 又 は 法 定 代 理 人 など ） 
の 記 名 押 印 

 
 
                        , 

 
 
 
  添 付 書 類 

 

 
 
 
 
 
 
 

 申 
 
 
 
 

 立 
 
 
 
 

 人 

 
 本  籍 

         都 道 
 
         府 県 

 
 住  所 

 〒     －                   電話     （     ） 
 
 
                                  （         方） 

 
 連 絡 先 

 〒     －                   電話     （     ） 
 
 
                                  （         方） 

 フ リ ガ ナ 
 
 氏  名 

  
 大正  
 昭和    年   月   日 生  
 平成 

 
 職  業 

 

  
被 
 
相 

 
続 

 
人 

 
 本  籍 

         都 道 
 
         府 県 

 最後の住所 
 

 フ リ ガ ナ 
 
 氏  名 

  
 平成 
      年   月   日死亡 
令和 

 
 

 職  業 
 

 
（注） 太枠の中だけ記入してください。 
 
 
 

相続の承認又は放棄の期間伸長（ １／  ） 



 

 申  立  て  の  趣  旨 

   申立人が，被相続人      の相続の承認又は放棄する期間を令和  年  月  日まで 
 
伸長するとの審判を求めます。 

 申  立  て  の  理  由 

 １ 申立人は，被相続人の        です。 
 
 
 ２ 被相続人は，平成・令和  年  月  日死亡し， 
 

申立人は， 平成・令和  年  月  日相続の開始を知りました。 
 
 
 ３ 申立人は，被相続人の相続財産について調査をしていますが，下記の理由により相続開始後３ 
 
 
  か月以内に調査を終えることができない状況にありますので，申立ての趣旨記載の審判を求めま 
 
 
  す。 
 
 
 
 ※  相続財産の構成が複雑である。 
 
 
    相続財産が遠隔地にある。 
 
 
    被相続人の事業経営による債権・債務が明らかでない。 
 
 
    申立人が海外出張中である。 
 
 
    その他（                                   ） 

 
（注） 太枠の中だけ記入してください。 ※の部分は，当てはまる番号を○で囲んでください。 
 

相続の承認又は放棄の期間伸長( ２／  ) 
 
 


